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日本粉体工業技術協会規格 SAP 
 SAP 05-98：2013 
 

粉体の仕様表示方法に関するガイドライン 
Guide-line for the Description of the Specification Format Concerning 

Powder Materials 
 

序文 

一般社団法人日本粉体工業技術協会は，本ガイドラインを粉体及び粉体機器など粉体に関係する商品の

取引業務委託等に使用する書類に記載する粉体仕様の表示方法の不統一を解消し，仕様が適性かつ明確に

示され，関係者間の意志疎通が円滑公正に行われることに役立てるために定める。 

この規格は 1998 年に制定された SAP 05-98 の主要な内容を変更することなく改正したものである。この

改正では，制定後に発行・改正された日本工業規格を考慮するとともに，粒子径に関する用語をより明確

な表現に変更した。 

 

1 総則 

1.1 基本的考え方 

このガイドラインは，いちじるしく多様化し，しかも少なからぬ混乱が見られる粉体の仕様表示方法の

現状について，必要最小限度の統一化・標準化を図り，当事者間の無用のトラブルを防止するために供す

るものである。 

粉体の種類や形状が多様であるように，それに関連する業界もまた広範多様であり，粉体の仕様表示に

も業種によって独特の用語や表示方法などがある。また，粉体特性の一部などでは，学術的・技術的に充

分成熟した検討・議論が行われておらず，これを特定の用語・定義に集約するのは時期尚早と思われるケ

ースもある。このガイドラインでは，これらの事情を考慮し，当面，各種の矛盾・混乱を可能な限り解消

することを最小限のねらいとして，取り扱う内容・範囲を選択した。また，表示方法の機械的な統一を避

けて，柔軟性のある規定・表現を採用し，さらに，例外を考慮すべき事項を解説の中に示すなど，各業界

共通の標準として採用されるように努めた。 

粉体について取引が円滑に行われるためには，当事者相互間の密接なコミュニケーションと相互連携が

重要である。このガイドラインは，このような当事者相互間の合意の存在を前提に作成されており，従っ

て，ガイドラインに明示されていない条項あるいは明示されていても事情に応じて修正すべき内容につい

ては，両者合意の上で実情に合わせて適用していくべきものと考える。 

このガイドラインにおいては，文章表現として，「ねばならない」，「必要である」，「望ましい」及び「し

てもよい」の四段階の表現を使い分けている。これは，現状の各種混乱を回避するための必要性・緊急性

と，業界事情や関係技術の成熟度などとの兼ね合いから，ケースに応じて選択し，使い分けているもので

あり，将来的にはさらに統合されるべきものと考えている。 

このガイドラインは，JIS，ISO などの規格との整合性を最優先に配慮し，用語や記号，単位の使用・選

択にもこの面から検討を加えている。 
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1.2 内容 

粉体の仕様表示に当たり，それに用いられる単位，用語，記号，使用内容として必要な項目及びその表

示方法，物性値の試験・測定・計算の方法の表示の要否と表示方法等について，規定している。規定には，

できるだけ推奨例を付すことにし，参考事項や特例を解説として加えた。 

1.3 適用範囲 

このガイドラインの規定は，粉体ならびに粉体機器等に関する取引，業務委託等のために業界各社が社

外と取り交わす書類（その他の情報媒体を含む）に記載する粉体物性値の表示方法に適用する。社内規格

や社内文書等についても，対社外文書との整合を保つためにこのガイドラインによることが望ましい。た

だし，カタログ等広告宣伝のための資料に記載する仕様については，その目的，内容によって必ずしもこ

のガイドラインに従わなくてもよい。 

なお，このガイドラインの適用は業界における業務に関する仕様表示方法に限定し，学術的な情報（報

告，論文，著書等）には適用しない。 

 

2 粉体仕様の表示方法に関する基本的事項 

(1) 粉体仕様の表示に当たっては，規格等において定義が明確に規定されている用語を優先して使用する。

適当な用語が規格等に見当たらず，業界又は社内における慣用語等を使用する場合には，その定義を

併記する。 

(2) 粉体仕様の表示に当たって使用する記号は，規格等において規定されているものを優先して使用する。

なお，記号のみによる仕様表示の際には，その記号の意味するところを付記するものとする。 

(3) 粉体仕様の表示に当たって使用する単位は，規格等に定められているものを優先して使用する。 

(4) 粉体仕様の表示に当たっては，一点表示は極力避け，許容される範囲等について何らかの方法で表示

することが望ましい。 

(5) 粉体仕様の表示に当たっては，表示されている粉体特性値の測定方法・測定条件などについて，必要

かつ十分な程度に明示されていることが必要である。 

(6) 粉体仕様の表示において，表示されている粉体特性値の測定に当たって試料の保管・取り扱い・サン

プリング・縮分・前処理等について特に注意することがあれば，その旨明記しておかなければならな

い。 

(7) 粉体の取引における関係書類においては，粉体特性の表示は極力定量的表現で明文化しておくことが

望ましい。やむを得ず定性的表現を使用する場合には，できる限り一般的に認識できる比較物質，現

象，条件等を示して表示することが望ましい。 

(8) 粉体の取引における関係書類においては，粉体仕様表示の内容は，その粉体について客先で必要とさ

れる品質機能を過不足なく表す内容であることが望ましい。 

(9) 粉体を原料又は中間品として納入したり，製造・加工･測定を依頼するような場合には，その粉体の

毒性，腐食性，爆発性，引火性，安全性などについて，必要なデータなどを開示しなければならない。 

(10) 粉体仕様の表示に当たっては，現場における使用条件，使用状態によって粉体の特性が変わることが

ある場合には，予めその旨を明記しておかなければならない。 

 

3 粒子径分布・比表面積に関する仕様表示 

3.1 単位，用語及び記号 

3.1.1 単位 
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(1) 粉体の仕様表示に当たって使用する粒子径の単位は，nm， m，mm など SI 単位系を原則とする。 

(2) 比表面積の単位は，m2/g，cm2/g などとする。ただし，体積基準の測定器で検出表示する場合は，m2/cm3，

cm2/cm3 などとする。 

3.1.2 用語及び記号 

 粉体の粒子径の表示に当たり下記の用語，記号を使用することを推奨する。 

(1) 中位径：d0,50, d3,50 又は x0,50, x3,50（d0,50, x0,50は個数基準で積算率 50 ％における粒子径を意味する。ま

た，d3,50, x3,50 は対応する質量あるいは体積基準の粒子径である。d0,50, d3,50 などはそれぞれ，個数中位

径，質量中位径ともいう。） 

ただし，個数基準か質量基準かを明確にしておれば，d50，あるいは x50 と表わすことができる。 

(2) 比表面積からの計算値：BET 径，比表面積径 

(3) 積算径：○ ％ふるい下積算径  

dn,m 又は xn,m（n=0 は個数基準，n=3 は質量基準を表わす。m は m  %ふるい下積算を意味する） 

ただし，個数基準か質量基準かを明確にしておれば， dm ，あるいは xmと表わすことができる。 

(4) 最大粒子径，最小粒子径：使用する場合は定義を明確にしておく。 

(5) 平均粒子径：使用する場合は定義を明確にしておく。  

(6) 粒子径分布を表すときの残分，通過分の表示には，下記の用語，記号を用いることができる。 

1. 残分，通過分， ふるい下，ふるい上，以上，以下，pass，over， +，－ 

② ただし，出来る限り「ふるい下」を用いることを推奨する。 

3.2 表示方法 

3.2.1 粒子径表示 

粉体の粒子径に関する仕様表示に当たっては，下記を基本とする。 

(1) 粒子径のほかに，粒子径分布を表す何らかの情報を合わせて表示する。 

(2) 粒子径については，許容範囲を明確にする。 

(3) 粒子径については，定義を明確にして使用する。 

(4) 使用する粒子径測定方法や他の条件を付記する。 

例 1： d50 = 200±10mm  

 355 m over £ 2 %  

 測定法：JIS Z 8801 及び JIS Z 8815 

例 2： d3,50 =18 ~ 22mm（Rosin-Rammler 線図で内挿） 

 90 m pass ³ 99 %  

 測定法：エアジェットシーブ（セメント協会標準試験方法） 

例 3： x3,50 =160 ~ 180mm  

 +425 m 0 ～ 2 ％ 

 +212 m 25 ～ 38 ％ 

 +106 m 70 ～ 80 ％ 

 +63 m 90 ～ 97 ％ 

 -45 m 0 ～ 2 ％ 

 測定器：試験用ふるい－金属製網ふるい（JIS Z 8801-1） 

 ふるい分け時間：5 分間 

例 4：d99 20 m 以下 
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 d50 6±1 m 

 d1 3 m 以上 

 測定法：電気的検知帯法(JIS Z 8832) 電解質溶液：Isoton II  

 個数基準 

例 5：体積基準中位径 d50=10±0.5mm  

 +20 m 2 ％ 以下 

 -5 m 2 ％ 以下 

 測定法：レーザー回折・散乱法(JIS Z 8825-1) 

 メーカ名：aa 

 型式：bb 

 サンプル量 300 mg 

 測定時間 30 秒 

 分散器 超音波式  型式 cc 

 分散  エタノール 

 分散時間 10 min 

 分散液温度 20 ℃ 

 

悪い例 1： 

 平均粒子径 d50= 75±10mm  平均粒子径の定義が必要。質量中位径の誤りと思われる。 

 測定方法：ロータップふるい 

悪い例 2： 

 粒子径 5～20 m  個数基準か質量基準か分からない。                     

     測定方法を明記する必要がある。 

悪い例 3： 

 体積基準 50 %径 d50=10±1mm   

 2 m 以下 10 ％      測定方法で，分散媒，分散条件，サンプル量を 

 2 ～ 20 m 80 ％      規定すべきである。 

 20 m 以上 10 ％ 

 測定方法：レーザー回折・散乱法 

悪い例 4： 

 質量中位径 30 m  質量中位径に許容差が必要。 

 +80 m 0 ％       +80 m  0 ％， -5 m  0 ％の表示は注意を要する。 

 -63 m  95 ％以上      

 -45 m  75 %以上   

 -20 m  50 ％以上   

 -10 m  20 ％以上 

 -5 m  0 ％ 

 測定方法：光透過式遠心沈降法     測定方法は，さらに分散器型式，遠心沈降時など， 

                        より詳しい条件を規定したほうがよい 

分散 IPA 20 ℃ 
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3.2.2 比表面積表示 

粉体の比表面積に関する仕様表示に当たっては，下記を基本とする。必要に応じてその他の条件などを

追加する。 

(1) 単位を明記する。 

(2) 許容範囲を明確にする。 

(3) 測定方法又は測定原理を表す用語を付記する。 

例 1：BET 比表面積 (JIS Z 8830) 

   10,000 cm2/g±800 cm2/g 

例 2：ブレーン法比表面積 

   3,050 ～ 3,300 cm2/g  

例 3：ブレーン法比表面積 

   8,000 cm2/g 以上 

ただし，試料粉体層の空隙率＝0.45 

JIS R 5201 に準じて測定 

3.3 試験法・測定方法の表示 

(1) 粉体の粒子径分布や比表面積を表示する場合には，試料のサンプリング方法，及び試験・測定方法に

用いた測定器の種類を明記する。 

(2) 粉体の粒子径分布や比表面積の測定に際し，日本工業規格（JIS）が定められている場合はできる限

りそれを用いる。JIS を使用した場合は，JIS 番号及び名称を明記する。 

1) 顕微鏡法：光学顕微鏡，又は電子顕微鏡を用いて，粉体の粒子径分布（個数基準）を測定する。 

2) ふるい分け法：JIS Z 8815 に規定しているふるい分け試験方法通則によって，粉体の粒子径分布（質

量基準）を測定する。 

3) 液相沈降質量法：JIS Z 8820-1 及び-2 に規定している液相重力沈降法やピペット法や，同じく JIS 

Z 8822 に規定している沈降質量法，又は JIS Z 8823-1 及び-2 に規定している液相遠心沈降法，あ

るいは X 線透過法などによって粉体の粒子径分布（質量基準）を測定する。 

4) レーザー回折・散乱法：JIS Z 8825-1 に基づくレーザー回折・散乱式粒子径測定器によって粉体の

粒子径分布（体積基準）を測定する。この方法では，試料の前処理法などを明記する。 

注：測定器の種類によって測定結果が異なることがある。 

5) 衝突分級法：JIS K 0302 に規定しているカスケードインパクタ法によって，粉体粒子の粒子径分

布（質量基準）を測定する。 

6) 電気的検知帯法：JIS Z 8832 に規定している方法によって，粉体の粒子径分布（個数基準。必要に

応じて質量基準換算）を測定する。 

7) 比表面積測定法：JIS Z 8830 に規定している BET 法によるか，又は JIS R 5201 に規定している流

体透過法によって，粉体の比表面積を測定する。 

 

4 粒子形状に関する仕様表示 

(1) 粒子形状の仕様表示に当たって使用する粒子形状を表す用語については，定義・写真による例などを

付して使用することが必要である。 

(2) 粒子形状の仕様表示に当たっては，表示されている粒子形状を表す特性値の測定方法，測定条件など

について，当事者間で誤解が生じない程度に明示される必要がある。 
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(3) 粒子形状の仕様表示をかさ密度など他の粉体物性特性値を用いて代行する場合には，その方法の有す

る限界について充分認識の上，代行値の範囲，測定方法，測定条件を明示する。 

 

5 水分特性に関する仕様表示 

5.1 単位 

水分の仕様表示に使用する単位は mass％を推奨する。 

5.2 用語及び記号 

(1) 「水分」の表示に当たっては，湿量基準，乾量基準の区別を明示する。ただし，湿量基準の場合は 

省略してもよい。 

(2) 用語については，「水分」，「付着水」，「構造水」及び「乾燥減量」のそれぞれの意味をよく理解し 

誤解のないように使用する。 

5.3 表示方法 

一点表示はできるだけ避け，許容される範囲について何らかの方法で表示することが望ましい。 

5.4 試験方法・測定方法の表示 

(1) JIS などの規格に定められている場合，出来る限りそれを使用する。 

(2) JIS によらない場合は，試料のサンプリング方法，試験に用いた測定器の種類，測定条件を明記する。 

 

6 密度に関する仕様表示 

6.1 単位 

粒子密度，真密度及びかさ密度の仕様表示に使用する単位は，kg/m3 又は g/cm3 とする。 

また，その逆数である比容の単位は，m3/kg 又は cm3/g とし，密度の比である比重の仕様表示に使用する

単位は，－（無次元）とする。 

6.2 用語及び記号 

(1) 粉体の仕様表示における密度類の表示には，粒子密度，真密度，及びかさ密度と言った用語を使用し，

その意味を明確にすることが必要である。 

単に「密度」とする用語は，できる限り避ける。 

これら以外の用語を使用するときは，その定義又はその使用根拠を付記する。また，これらの用語に

修飾語を付記して使用する場合も同様とし，その場合は，測定方法など必要事項を付記する。 

(2) 粒子密度，真密度，及びかさ密度の基本記号は「 」とし，粒子密度には「 p」を，真密度には「 t」

を，また，かさ密度には「 b」を使用する。 

他の記号を使用する場合には，必ず記号説明を付記し，必要に応じて用語の定義も付記する。 

6.3 表示方法 

(1) 粉体の仕様に密度を表示するときは， 

1) 規格類による場合には，その規格類の番号又は名称を記述し，それに従って表示を行う。また必

要事項がある場合には追加する。 

2) 規格類がない場合には，必要に応じて用語とその定義，測定方法，測定条件等を明示する。 

(2) 密度に分布又はばらつきがある場合には，分布を示す因子との対応，又はばらつきの範囲を示す。 

6.4 試験方法・測定方法の表示 

粉体の粒子密度，真密度，及びかさ密度の仕様表示を行うに当たって，試験方法・測定方法を表示する

場合には， 
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(1) 規格類による場合は，その規格類の番号又は名称を記述し，それに従って表示を行う。また必要事項

がある場合には追加する。 

(2) 規格類がない場合は，測定装置名又は基本となる原理名，容器名等必要事項を明示する。 

(3) かさ密度を規格類によらないで仕様表示する場合は，測定方法，容器の大きさ，充てん方法を明示す

る。 

また，タッピング，振動などを使用する場合には，タッピング高さ，タッピング速度，衝撃面材料，

タッピング回数等の必要事項を明記する。 

例 1：粒子密度 r=xxx kg/m3  （aa 装置） 

例 2：かさ密度 xx.x 〜 yy.y kg/m3（100 cm3 メスシリンダ，高さ zz cm のロートから自然落下に

より注入） 

例 3：見掛密度（JIS A 0000） rb =xx.x ~ yy.yg/cm3  

例 4：見掛比重（JIS B 1111） gb =xx.x ~ yy.y  

例 5：粒子密度 xx.x±y.y g/cm3（aa 装置 10 回測定） 

例 6：ゆるみかさ密度  rb =xx.x ~ yy.y g/cm3  

 ゆるみかさ密度：粉体を，ふるいを通して自然落下させて容器に充てんさせたときのかさ

密度（測定：aa 製装置 bb 型仕様） 

例 7：かさ比容（日局 a-aa） xx.x ~ yy.y cm3 g  

例 8：粒子密度  2.71 g/cm3 但し，ふるいの呼び 45 m ふるい下 

      2.65 g/cm3          45〜90 m 

      2.61 g/cm3          90〜150 m 

例 9：粒子密度 rp =xxx kg/m3（気体置換法（ベックマン法），試料採取量 100~150 g：3 回平均） 

例 10：かさ密度（aa 製 bb 装置によるタップ密度，但し衝撃面はステンレス） 

タップ密度：bb 装置によりタッピングを掛けて測定し，かさ密度の変化がタップ数 10 回

当たり 5 ％以下になるときのかさ密度。 

 rb =xx.x ~ yy.y g/cm3  

 

7 力学特性に関する仕様表示 

7.1 安息角 

7.1.1 単位 

安息角の単位には，「rad」又は「°」を使用する。また，「度」と記述することもできるが，単位を付記

する場合には使用できない。 

7.1.2 記号及び用語 

(1) 用語として安息角とは，「重力場において粉体が堆積して自由面を形成するとき，粉体層表面が水平

面となす角度」とする。 

(2) 記号としては， 等を使用できるが，他の記号と重ならないように，はじめの方から優先し

て使用し，記号説明を付ける。 

7.1.3 表示方法及び試験方法・測定方法 

(1) 規格類による場合には，その規格番号又はその名称を記述し，それに従って表示を行う。また必要事

項がある場合には追加する。 
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(2) 規格類がない場合には，測定装置名，必要部分の寸法，測定方法等の必要事項の他，測定に影響する

重要な事項がある場合にはそれも明示する。 

(3) 測定値が温度，湿度，水分等によって影響を受ける場合には，それらの条件を付記する。 

(4) 規格類がない場合の測定値の表示は，必要とされる測定値の精度によって一点表示，又はばらつきの

範囲を付けた表示を行う。 

例 1：安息角（JIS A 0000） =xx° 

例 2：安息角 =xx°（ロート排出法，オリフィス =yy mm，高さ zz cm） 

例 3 ：安息角 =xx°（ロート注入法，ロート yy mm，高さ zz cm，測定台径 ww cm，大気湿度 vv％） 

例 4：安息角 =xx~yy°（aa 製 bb 装置） 

7.2 流動性 

7.2.1 単位，記号及び用語 

流動性の単位，記号，用語については 

(1) 規格類がある場合には，それに従う。 

(2) 規格類がない場合には，用語の定義，使用記号を明示し，測定値には単位を付ける。 

7.2.2 表示方法及び試験方法・測定方法 

(1) 規格類による場合には，その規格番号及びその名称を記述し，それに従って表示を行う。また必要事

項がある場合には追加する。 

(2) 規格類がない場合には，測定装置名，必要部分の寸法，測定方法等の必要事項の他，測定に影響する

重要な事項がある場合にはそれも明示する。 

(3) 流動性の評価方法に，定性的な「有り」，「無し」や「良い」，「悪い｣等の表現を使用するときには，

その根拠となる比較対象物などを示し，トラブルの原因とならないようにしなければならない。 

例 1：流動度（JIS Z 2502） xx ± y  秒/50 g （大気湿度 zz ％以下） 

例 2：流動性指数 65 点 （Carr 法， aa 製 bb 装置使用） 

例 3：流動性 有り （鋳型用けい砂程度） 

例 4：流動性 小麦粉より悪い 

7.3 付着性等の力学特性 

(1) 規格類による場合には，その規格番号及びその名称を記述し，それに従って表示を行う。また必要事

項がある場合には追加する。 

(2) 規格類がない場合には，次のように行う。 

1) 用語の定義を明確に記述し，記号を使用する場合には，その説明を付記する。 

2) 付着力等の力学特性の測定値を記述する場合には，測定装置名，測定方法，測定条件，環境条件，

単位等の必要事項を明示する。 

3) 付着力等の力学特性の評価方法に，定性的な「有り」，「無し」や「良い」，「悪い｣等の表現を使用す

るときには，その根拠となる比較対象物などを示し，トラブルの原因とならないようにしなければ

ならない。 

例 1：引張破断強度（粉体層を破断面に垂直に引っ張ったとき，破断する強度） 

  s = xx~yy Pa  

    ただし，測定：aa 製 bb 装置使用。試料：zz kg で ww h 圧密。室温で測定。 

    大気湿度 vv ％。5 回測定。 

例 2：引張強度（一個粒子の鉄板との引張強度）： F = xx ~ yy dyn  



9 

SAP 05-98：2013 

 

    ただし，測定：遠心法，室温で測定。湿度 vv ％，10 回測定。 

例 3：せん断応力（垂直応力 － せん断応力線図上で垂直応力 0 におけるせん断応力） 

t = xx Pa  

    ただし，測定：直径 yy cm，上側リング高さ zz mm のせん断セル使用。 

    予圧密荷重 ww kg，vv min，qq ℃ボックス中で測定。 

例 4：付着力：有り（常温中の小麦粉程度） 

例 5：付着力：無し（乾燥鋳物砂程度） 

例 6：付着力：常温（xx℃以下）で無し（注入法の安息角約 yy°） 

    ただし，温度上昇と共に付着力増加。 

例 7：凝集性（Carr の指数）：xx 点  

    ただし，aa 製 bb 装置使用。大気湿度 vv ％。 

例 8：壁摩擦係数（対亜鉛引き鉄板）：xx.x 

       ただし，リング径 yy cm，層厚さ zz cm，荷重 ww kg，大気湿度 vv ％で測定。3 回平均。 

 

8 その他特性に関する仕様表示 

8.1 単位，記号及び用語 

(1) 定性的な表示が可能な場合，単位，記号については規格などに定められているものを優先して使用す

る。 

(2) 用語に関しては，当事者間で誤解の生じないように，その意味を明確にして使用することが望ましい。 

8.2 表示方法 

仕様表示に当たっては，下記を基本とする。 

(1) 「吸湿性」，「固結性」及び「濡れ性」について定性的な表示にとどまる場合は，当事者間で誤解のな

いように出来るだけ客観的な表示に努める。 

(2) 「磨耗性」，「硬さ」及び「強さ」においては，定量的な表示に努め，許容される範囲について何らか

の方法で表示することが望ましい。 

(3) 「硬さ」については，その名称を付記すること。 

8.3 試験方法・測定方法の表示 

(1) 当事者間で誤解の生じない程度に，測定方法，測定条件などについて明記する。 

(2) 測定方法，測定原理を表す用語を付記すること。 
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協会規格「SAP 05-98 粉体の仕様表示方法に関するガイドライン」の改正に伴う SAP 05-98 解説の新旧対照表 

2013 年 3 月 12 日 
 この表は，SAP 05-98 の改正に伴い SAP 05-98 解説において必要な改正部分を示したものである。改正は SAP 05-98 が 1998 年に制定された後に発

行・改正された日本工業規格を反映したものであり，SAP 05-98 解説の使用にあたっては，この新旧対照表によるものとする。 

 
頁・行 旧 SAP 05-98:1998 解説  SAP 05-98 解説 改正内容   

解 14p.  7 行目 測定法：JIS Z 8801 及び JIS Z 8815 測定法：JIS Z 8801-1 及び JIS Z 8815 
解 15p.  6 行目 測定器(試験用ふるい)：JIS Z 8801 測定器：試験用ふるい－金属製網ふるい（JIS Z 8801-1） 
解 16p. 30 行目 例 1：BET 比表面積 例 1：BET 比表面積（JIS Z 8830） 
解 18p.  表－2 例えば AFNOR NF X11-621 ISO 9277 
解 18p. 表－2 
    注*1 

注*１ フランス規格 AFNOR X11-621（気体吸着による粉体の単

位質量当たりの比表面積測定方法） 
（全文削除） 

解 19p.  5 行目 現在のところ，顕微鏡法としては JIS に定められていないが，JIS 
Z 8901 試験用ダスト，JIS B 9920 クリーンルーム中における浮

遊粒子の測定方法及びクリーンルームの空気清浄度の評価方法，

並びに JIS B 9930 作動油中の微粒子の測定方法などで用途別に

規定されている。 

顕微鏡法としては JIS Z 8827-1 粒子径解析－画像解析法 第 1

部：静的画像解析法，及び，JIS Z 8827-2 粒子径解析－画像解析

法 第 2部：動的画像解析法があり，JIS B 9920 クリーンルーム

の空気清浄度の評価方法，及び，JIS B 9930 油圧－作動油汚染－

光学顕微鏡を用いた計数法による微粒子測定方法 など用途別の

規定もある。 
解 19p. 22 行目 ふるい分け法_(2)は，JIS Z 8801 に・・・ ふるい分け法_(2)は，JIS Z 8801-1 に・・・ 
解 19p. 最下行 JIS Z 8800 に規定している試験用電成ふるい・・・ JIS Z 8801-3 に規定している電成ふるい・・・ 
解 20p. 5 行目 3) 液相沈降質量法 JIS Z 8821 に規定しているピペット法や，

同じく JIS Z 8822 に規定している沈降質量法，もしくは光透過

法，X 線透過法によって粉体の粒子径分布(質量基準)を測定する。 

3) 液相沈降法 JIS Z 8820-1 及び-2 に規定している液相重力沈降

法，JIS Z 8822 に規定している沈降質量法，JIS Z 8823-1 及び-2
に規定している液相遠心沈降法，又は，X 線透過法などによって

粉体の粒子径分布(質量基準)を測定する。 
解 20p. 8 行目 液相沈降質量法（３）は，ピペット法及び沈降質量法ともに JIS Z 

8821 及び JIS Z 8822 に規定しており，ISO 規格(案)となってい

るドイツ・イギリス・フランスなどのヨーロッパ諸国の規格とも

整合している。 

液相沈降法（３）は，重力沈降法，沈降質量法，及び，遠心沈降法

が，JIS Z 8820-1 及び-2，JIS Z 8822 並びに JIS Z 8823-1 及び-2
として規定されており，ISO 規格とも整合している。 

解 20p. 21 行目 注(3) 液相沈降質量法で必要とする粒子密度の測定方法は，JIS Z 
8901 試験用ダストの 7.3 の規定による。 

注(3) 液相沈降質量法で必要とする粒子密度の測定方法は，JIS Z 
8901 の 5.4.3 及び 7.3.1 の規定による。 

解 20p. 26 行目 レーザー回折法などは，レーザー回折式粒子径測定器を用いた粉 レーザー回折法は，JIS Z 8825-1 に測定原理が規定されており，
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 体の粒子径測定方法は，ISO 13320 として制定されているが，現

在のところ JIS が整備されていないので粉体の粒子径分布の測

定方法はメーカの仕様書によって行うことになる。・・・・ 

この規格に基づく測定器の仕様に従って粒子径分布を測定す

る。・・・・ 

解 21p.  3 行目 6) 電気抵抗試験法 JIS R 6002 に規定している方法によって粉

体の粒子径分布(質量基準換算)を測定する。 
6) 電気的検知帯法 JIS Z 8832 に規定する方法によって粉体の

粒子径分布（質量基準換算）を測定する。 
解 21p.  5 行目 電気抵抗試験法は，JIS R 6002 に規定している研削材の粒度試験

方法によって行うことができる。JIS R 6002 においては個数基準

で粒子径を測定し，質量基準に換算して表示している。 
前掲の JIS では電気抵抗試験法と称しているが，ISO との整合化

によって現在では「電気的検知帯法」と言われている。 
これも前述の ISO/TC24-SC4 において，日本側の意見も取り入れ

ながら検討が進められているので，その動きに注目する必要があ

る。 

電気的検知帯法は，JIS Z 8832 に規定している方法によって行う

ことができる。JIS Z 8832 は，この方法の ISO 規格 ISO 13319
と整合している。 
以前は，JIS 規格によっては同様の測定法を電気抵抗試験法と称

することもあった。しかし，電気抵抗試験は粒子径分布測定以外

の目的にもしばしば使用されるため，JIS Z 8832 を制定する際に，

ISO 規格の英語名”Electrical sensing zone method”を「電気的検知帯

法」と訳して測定方法が明確にされた。 
解 21p. 14 行目 ・・・なお，この規格は ISO 規格(案)となっているフランス規格

と整合している。 
・・・なお，この規格は ISO 9277 と整合している。 

解 21p. 27 行目 ・・・1 部英国規格 2955，JIS Z 2500 など国外規格や限られた業

界のみ規格化したものがある。 
・・・JIS Z 2500 などの限られた業界で規格化されたものや BS 2955
などの海外の規格がある。 

解 26p. 23 行目 なお，サンプリング方法については，協会規格「粉体のサンプリ

ング方法通則」（平成 10 年度 JIS 原案作成中）があるので，これ

の適用が推奨される。 

なお，サンプリング方法については，JIS Z8815「粉体のサンプリ

ング方法通則」及び JIS Z 8833「粒子特性を評価するための粉体

材料の縮分」があるので，これらの適用が推奨される。 
解 27p. [参考 3] [参考 3]中 

K 6900  プラスチック用語 
 
K 6900  プラスチック － 用語 

解 31p. 15 行目 ＊ 軽装かさ比重，重装かさ比重：これは JIS H 1902 で「アル

ミナの物性測定方法に含まれるもので，・・・ 
＊ 軽装かさ比重，重装かさ比重：これは JIS R 9301-2-3「アル

ミナ粉末―第 2部：物性測定方法―3：軽装かさ密度及び重装かさ

密度」に含まれるもので，・・・ 
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解説 「表－1」 の改正 
現行 「表－1」（解 18 頁） 

分類 測定装置 JIS の規定 ISO 規格との整合性 

顕微鏡法 計数法 
顕微鏡(拡大投影器を含む) 
電子顕微鏡 

顕微鏡法  (光学顕微鏡，電子顕微鏡

法)*1 
JIS  Z 8901  試験用ダストなど 

 

ふるい分け法 

試験用ふるい 
試験用電成ふるい 

JIS Z 8801 試験用ふるい 
JIS Z 8800 試験用電成ふるい 
JIS Z 8815 ふるい分け試験方法通則 
JIS R 6002 研磨材の粒度の試験方法 
JIS R 6011 研磨布紙用研磨材の粗粒 

の粒度試験方法 

ISO 3310/1, 
3310/2*2 

ISO 565*3 

ISO 2591*4 

沈降質量法 液相 

アンドレアゼンピペット 
 
 
 
 
沈降天秤 
 
光透過式粒度測定器 
 
 
X 線透過式粒度測定器 

JIS Z 8821 ピペット法による粉体の 

粒子径分布測定方法 

JIS R 6002 研磨材の粒度の試験方法 
JIS R 6012 研磨布紙用研磨材の微粉 

の粒度試験方法 

JIS Z 8822 沈降質量法による粉体の 

粒子径分布測定方法 

JIS R 1619 ファインセラミックス粉 

末の液相沈降光透過法による粒 

子径分布測定方法 

例えば DIN 66115*5 

 
 
 
 
例えば DIN 66116*6 

レーザー回

折法など 
液相 
気相 

レーザー回折式粒度測定器   

衝突分級法

など 
気相 

カスケードインパクタなど JIS K 0302 排気ガス中のダスト 

粒径分布の測定方法 

 

電気抵抗試験法*7 電気抵抗粒度測定器 JIS R 3301 路面表示用ガラス 
JIS R 6002 研磨材の粒度の試験方法 

 

    注*1 例えば JIS B 9920 クリーンルーム中における浮遊微粒子の測定方法及びクリーンルームの空気清浄度の評価方法 

    注*2 ISO 3310/1 (試験用ふるい － 技術的要求と試験方法 － 試験用網ふるい) 
       ISO 3310/2 (試験用ふるい － 技術的要求と試験方法 － 試験用板ふるい） 
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    注*3 ISO 565 (試験用電成ふるい) 
    注*4 ISO 2591 (ふるい分け試験方法） 
    注*5 ドイツ規格 DIN 66115 およびフランス規格 AFNOR NF X11-681 
              （粒度分析：重力場における沈降分析・ピペット法） 
    注*6 ドイツ規格 DIN 66116 およびフランス規格 AFNOR NF X11-684 
              （重力場における沈降分析・沈降天秤法） 
    注*7 最近は電気的検知法が測定方法を表す呼称として用いられるようになってきている。 
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改正 「表－1」 
分類 測定装置 JIS の規定 ISO 規格との整合性 

顕微鏡法 計数法 
顕微鏡(拡大投影器を含む) 
電子顕微鏡 

顕微鏡法 (光学顕微鏡，電子顕微鏡法) 
 

ISO 13322-1*1，ISO13322-2*2 

ふるい分け法 

試験用ふるい 
試験用電成ふるい 

JIS Z 8801-1 試験用ふるい 第 1 部：金属製網ふるい 

JIS Z 8801-3 試験用ふるい 第 3 部：電成ふるい 
JIS Z 8815 ふるい分け試験方法通則 

JIS R 6002 研削といし用研磨材の粒度の試験方法 

JIS R 6011 研磨布紙用研磨材の粗粒の粒度試験方法 

ISO 3310-1 

ISO 3310-3 

ISO 2591 
ISO 8486-1，ISO 8486-2 
ISO 6344-2 

沈降質量法 液相 

アンドレアゼンピペット 
 
 
 
沈降天秤 
光透過式粒度測定器 
 
 
 
X 線透過式粒度測定器 

JIS Z 8820-2 液相重力沈降法による粒子径分布測定方法 
第 2 部：ピペット法 
JIS R 6002 研削といし用研磨材の粒度の試験方法 
JIS R 6012 研磨布紙用研磨材の微粉の粒度試験方法 
JIS Z 8822 沈降質量法による粉体の粒子径分布測定方法 
JIS R 1619 ファインセラミックス粉末の液相沈降光透過

法による粒子径分布測定方法 
JIS Z 8823-2 液相遠心沈降法による粒子径分布の測定

方法 第 2 部：光透過式遠心沈降法 

ISO 13317-2 

 
 
 
 
 
例えば DIN 66116*3 

 
ISO 13318-2 
ISO 13317-3 

レーザー回

折法など 
液相 
気相 

レーザー回折式粒度測定

器 
JIS Z 8825-1 粒子径解析 － レーザー回折法 第 1
部：測定原理*4 

ISO 13320*4 

衝突分級法

など 
気相 

カスケードインパクタな

ど 
JIS K 0302 排気ガス中のダスト粒径分布の測定方法  

電気的検知帯法*5 電気的検知帯式粒子径分

布測定器 
JIS Z 8832 粒子径分布測定方法 － 電気的検知帯法 
 

ISO 13319 

注*1 粒子径解析 － 画像解析法 第 1 部：静的画像解析法 
    注*2 粒子径解析 － 画像解析法 第 2 部：動的画像解析法 
    注*3 ドイツ規格 DIN 66116 およびフランス規格 AFNOR NF X11-684 
              （重力場における沈降分析・沈降天秤法） 
 注*4 廃止された ISO 13320-1 に対応。ISO 13320:2009 に対応した JIS Z 8825 が発行予定（2013 現在） 
    注*5 工業分野によっては，JIS 規格の中で電気抵抗法と称していることもある。  


